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JAGES（Japan Gerontological Evaluation Study，日本

老年学的評価研究）では、健康長寿社会をめざした予防政

策の科学的な基盤づくりを目的として活動しており、2022

年度には、全国の75市町村と共同し、約35万人の高齢者を

対象にした調査を行い、全国の大学・国立研究所などの約

50人の研究者が、多面的な分析を進めています。

今回、王寺町は、JAGESが実施した「健康とくらしの調

査 2022」に参加し、得られたデータから地域診断を行い

介護予防や地域づくりに向けた施策を第９期介護保険計画

に反映します。

全参加自治体_健康とくらしの調査概要

対象者 調査実施直前で65歳以上のもの

参加数 75市町村（66保険者）

対象者数 338,242人

配布回収 郵送法 、一部訪問調査

調査期間 2022年11月7日～2022年12月26日

回収数（率） 227,731票（67.3％）

調査方法 全数調査またはサンプリング調査



・王寺町の健康関連指標での強みは、「残歯数19本以
下」、「認知機能低下」、「IADL低下」、「閉じこも
り」「うつ」、「認知症リスク」、「フレイル」、「知
的能動性低下」の該当者が少なく、「主観的健康感が良
い者」、「幸福感がある者」が多いことでした。

・社会参加・交流関連指標での強みは、「ソーシャル
キャピタル得点（社会参加）」が高く、「グループ活動
への参加意向」、「情緒的サポート提供」の割合が高い
ことでした。

・建造環境関連指標では、「図書館利用」の割合が高い
ことも強みとなっていました。

・王寺町の健康関連指標での課題は、「低栄養」
「BMI18.5未満」の該当者が多いことでした。
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※北部：王寺、葛下、久度、元町、舟戸、藤井、本町
南部：太子、南元町、畠田、明神

※

🌸まとめ

王寺町は「社会参加・交流」が良好でそれに関連する良好な

指標が多いことが特徴。グループ活動や通いの場を通じて「社

会参加・交流」が促進され、幸福感が高く、認知機能低下やうつ、

閉じこもりが低い傾向となっている。

引き続き、外出支援を推進しバラエティーに富んだ社会参

加創出の機会を増やしていく必要がある。

また、今回の調査で意外な特徴は、「図書館」利用割合が多い

こと。利用者は、「認知機能低下」「うつ」が少ないことがわかっ

た。今後、「図書館利用者が多い」強みを生かした取組を

することが良好な指標を強化維持するのに効果的！
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